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はじめに

本報告書は平成9年11月16日から11月30日までの15日間にエル･サルヴァ

ドル共和国及びニカラグア共和国の両国において実施した､下記プロジェクトに係るプ

ロジェクト･ファインディング調査の結果を纏めたものである｡

･エル･サルウo7ドル共和国:レンパ川下流域農業･農村環境総合開発計画

･ニカラグア共和国:サンフランシスコ周辺農村総合整備計画

調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された下記の

調査員により実施された｡

･調 査 員 桜井 正信 内外エンジニアリング株式会社

今回の調査に当たってはエル･サルヴァドル国では農牧省天然資源総局(DGRNR) ､

外務省(MI REX)
､在エル･サルヴァドル国日本大使館､及びニカラグア国では農

村地域計画局(PNDR)
､対外協力省(LWINISTERIO

DE COOP. EXT.)
､在ニカラグア

国日本大使館など多くの方々より多大な協力と助言を頂いた｡これらの方々に深く敬意

を表する次第である｡

平成9年 12月
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エルサルヴァドル共和国



は私有施設である｡ (図-1参照)

河川流域別にみると下表の通り､全国の潅概面積の44%がD Sam Pedro-Bandoros区

域に､ 21%がA Rio Rempaに集中している｡

温血血頼ha (利金出

7,100 (20.6)

500( 1.5)

780 ( 2.3)

15,069 (43.8)

895 ( 2.6)

3,800 (ll.1)

2,100 ( 6.1)

3,627 (10.1)

400( 1.2)

100
●

0.3､)

34.371(100. 0)

潅漉可能面積ba(割合%)

68,016 (26.3)

10,840 ( 4.2)

12,252 ( 4.7)

13,799 ( 4.7)

6,705 ( 2.6)

54,058 (20.9)

29,970 (ll.6)

41,572 (16.0)

9,086 ( 3.5)

12.605 ( 4.9)

258,903(100. 0)

___ _価A Rio Le皿pa

B Rio Paz

C Sacramento-Sunza

D Sam Pedro-Bandoro.s

E Xandinga-Tburpa

F Comarapa-EI Cuayabo

G Alkantes a la Bahia

de Jiquiliso

H Rio Grande de Sam Miguel

I Albentes al Goro de Fonseca

J Sirama-Goascoran ~

TOTAL

｢ェ｣国には全国で30の水利協会が現在組織されており､その対象面積はおよそ

15, 000ha(全権概面積の約43%)である｡

1980年に農牧省がUNDPの協力を得て作成した｢水資源の開発利用に関するマスター

プラン｣によると､潅概可能面積は上記のように約260,000haとされている｡この潅

概可能地域は海岸地帯に多く､河川区域別では

-A
Rio Rempa(レン^o川下流域)

-F
Comarapa- EI Guayabo

-H
Rio Grande de Sam Miguel

に多い｡また､潅概可能区域のうち海岸地帯､特に海岸線地域では地形勾配が凄く､

地下水位が浅くて排水が悪いことにより､雨期に洪水がしばしば発生する区域およそ

150,000haがある｡ (図-2, 3参照)

(2)問題点と課題

｢ェ｣国の潅概排水事業に関する問題点及び課題は以下の通りである｡

①潅概施設の老朽化によるリハビリの必要性

②潅慨及び排水に関する水管理技術の向上

③潅概､排水及び水利用に関する法整備の欠如

④潅概用水源の水質汚染

1 - 3



1.エル･サルヴァドル国の概要

1.1自然概況

ェル･サルヴァドル国は､中米のほぼ中央に位置し､日本の四国よりやや大きい農

業国である｡当国は気候区分では熱帯に属するが､首都サン･サルヴァドルは標高が

約700m/の高地にあり､年間を通じて高温低湿で､比較的しのぎやすい気候である｡し

かし､太平洋岸の海岸地方は湿度も高く､日本の盛夏のように蒸し暑い｡

一年は雨期(5月-10月)と乾期(11月-翌4月)に明確に分かれている｡降雨量はサン

･サルヴァドル付近で年間1,800mm程度､南部の海岸地帯では2,000mm程度でやや多く､

その95%以上は5月-10月の雨期に集中している｡

国内の水系は､ 1 0本の主要な河川流域に区分されるが､その大半を｢エ｣国最大

の河川であるレンパ川流域が占め､約150の大小河川がレンパ川の支流として分布し

ている｡また火山活動によって出来たカルデラ湖も各地に点在しており､それぞれ重

要な水源となっている｡

1.2社会･経済状況

1979年以来1 2年間続いた内戦と､ 1986年の大地震によりエル･サルヴァドルの社

会経済面での荒廃は深刻であった｡国内経済は内戦中は政情不安､前政府の諸改革が

もたらした混乱､ゲリラの経済破壊テロ等によってほとんど停滞していた｡

1989年に大統領に就任したクリスティア-こ政権は､経済の自由化措置と民間投資

の活性化により経済の立て直しに努力し､ 1990年には内戦前の1978年の90%の水準ま

で持ち直した｡また､ 1992年1月には政府とゲリラ間の和平合意に調印し､政情安定､

経済改革に力を注いだ｡

なお､ 1994年6月にはカルデロン大統領が就任し､和平合意の完全履行､貧困撲滅､

経済成長と雇用拡大を政策目標として努力しており現在に至っているo

ェル･サげ7ドルの経済は､マクロ経済指標でみる限り､安定化と経済成長の両面で好転

している｡インフレ率は1990年には24%であったが､ 1992年には11.2%まで減少した｡

経済成長率は著しく改善し､ 1989年の1.1%から90年には3.4%に増大し､さらに92年

には5.1%に達している｡経済の高成長を反映して国内投資は増加を続け､そのGDP

に占める割合は1990年の12%から93年には16.2%にまで伸びている｡しかし､経済成

長に伴い輸入が増加している反面､輸出は逆に減少しており貿易赤字が増加している｡

一方経済の供給側では､それほど大きな構成の変化はみられないが､一般的な傾向

として農林水産業などの第一次産業のGDPに対する比重が小さくなり､反面､工業

の割合が増加している｡また､公共部門の縮小を反映して政府サービスの割合も着実

に減少している｡

1 -
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1.3農業状況

ェル･サルヴァドルの経済は1 1の部門を基礎としており､その中で農牧セクトは外

貨の獲得および雇用の拡大に最も貢献している部門である｡国内総生産に占める農牧

部門は23%(1991年)であり､外貨全体の約67%を産み出している｡これは輸出用の主

要農産物によるもので､内訳はコーヒーが6.02%､サトウキビ0･96%､基礎穀物3･98%､

綿0.12%､その他11.36%である｡産業従事者数(労働力)については､農業は34%と全

体の約1/3を占めている｡

同国の経済発展にとって農牧部門は､ 1970年代の後半までは優勢であったが､内戦

が激しくなった80年代には生産が縮小され､過去と同様な力では解決できないレベル

まで達してしまった｡これにより輸出用の主要作物の生産が減少し､結果として1981

年より貿易収支はマイナス傾向になり､交易条件にも際だった悪化がみられた｡

農牧省発行の｢農牧開発のための戦略政策1991-94｣によれば､農牧部門が抱えて

いる問題点は以下の通りである｡

⊥土壌の低生産性により農牧業従事者の実質収入レベルの低下

一基礎的国内消費財の生産レベルの減少

一新規の農産物や畜産物の生産に対する魅力の欠如

一伝統的輸出品の生産基地の退廃

一国内消費向け海洋動物の不十分な活用

一生産支援インフラ(潅概施設､集出荷､運搬等)の能力の退廃

一不適切な土地利用､環境の悪化

このため､農牧省は上記の問題点を解決すべき対策として以下の主要課題を掲げて

いる｡

一農業改革に関するマスタープラン又は長期ビジョンの策定

一農業生産及び施設･生産機材の維持管理機能を高めるための農業団体(生産
者組合)の組績化を図る

一農産物の流通の適正化を図る

一宮農技術､栽培技術の向上

一非伝統的農産品(コート､砂糖､締以外の農産品)の市場開拓による外貨獲得

一森林伐採による土壌流亡の防止

一食糧自給率の向上と国際収支の直て直し

1.4潅慨の現状

(1)潅概面積

ェル･サルヴァドルにおける潅概面積は現在約35,000haであり､このうち公共潅概

施設は12,000ha(げテイクソ､ 7テijヨ､レン/1o7カワハ○の3地区)であり､残り23,000ha (45地区)

1 -2
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2.レンパ川下流域農業･農村環境総合開発計画

2.1計画の背景

ェル･サルヴァドル国は従来より伝統的作物であるコーヒー､綿､砂糖などの大

規模栽培･輸出と､ 1960年代から70年代にかけて急速に発達した工業が経済の原動

力となって年平均5%の成長を続けた｡しかし､ 1970年代後半より1992年まで続い

た内戦によって国内経済は疲弊し､農村地域は荒廃した｡ 1992年の和平協定合意以

後は徐々にではあるが再建の過程にある｡

｢ェ｣国経済に対する農業部門の貢献は大きく､国内総生産の23%､経済活動人

口全体の36%と推定され､輸出の約33%を生み出している｡一方､国民全体の52%

といわれる貧困層の内約65%が農民といわれ､また､文盲率42%の内約70%も農民

であるといわれている｡

計画地域は､同国のほぼ中央部太平洋岸に位置しており､土地､水資源において

国内でも有数の開発ポテンシャルを秘めている地域である｡農地改革以前には大農

が土地の大部分を所有し､大規模農場､牧場を経営していた｡その後､ 1980年から

始まった農地改革により農地は細分化され､現在は小農が大半を占めるに至ってい

る｡農業の現状は､資本､技術を持たない小農が大部分であり､潅概設備もなく天

水に依存しているため極めて不安定であり､未だ自給作物が中心で現金収入に乏し

く､農業経営は困難な状態にある｡

計画地域には､ 1992年1月の和平協定以降､国家再開発計画に基づきFMLN

(元ゲリラ兵)とFAES (元政府軍兵士) 14,630人が農地25,170haに入植してお

り､農業技術を持たない彼等にはセミナーを開催して技術指導･普及を行っている｡

地区内の社会資本では､道路･電化･上水道･保健所･学校などの整備水準が極

端に低く､これら生活環境の改善を含めた農業･農村環境の総合的な整備が急務で

ある｡

2.2地区の概要

(1)概況

計画地域は国内最大の河川で国土の約半分を流域とするレンパ川の下流域に位置

し､ラパス､サンビセンテ､ウスルタンの3県にまたがる約68,000haである｡ (図

-4参照)地区内は豊富な水資源(河川水)とともに肥沃な土地にも恵まれており､
農業生産向上に向けての開発ポテンシャルは高い｡

気候は熱帯性サバンナあるいは熱帯に属し､平均気温は26.8oC､平均降雨量は年

間1,800皿mである(図- 5参照)
｡地勢は概ね平坦で､潅概適地19,000ha､排水改良

の必要な農地16,000haのほか､レンパ河口付近の海岸沿いには広くマングローブ林

が自生している｡

1 -
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(2)土地利用､栽培状況

計画地域の農地は約35,000haであり､主要な作物はトウモロコシ､サトウキビ､

牧草等である｡その他は小面積で各種野菜が栽培されている｡また､潅概施設もほ

とんどないため乾期に栽培できる作物も限られ､牧畜も比較的盛んに行われている｡

地区内での作物別栽培状況は下表の通りである｡

作物名

栽培面積
摘要

マンサーナ(nz)
ha

トウモロコシ(Maiz) 13,883 9,718

ルコ○(Sorgo) 2,009 1,406

栄(Arroz) 3,633 2,543

ゴマ(Ajonjoli) 1,655 1,158

サトウキビ(CanadeAzucar) 29,573 20,701

ビグナ(Vigna) 275 192

ユカ(Yuca) 380 EEa

落花生(Wani) 四 BEl

ココヤシ(Cocotero) 945 E3]

ヒ○ヒ○アン(Pipian) 285 EEE]

飼料ソルコ○(SorgoForragero) 500 350

メロン(Melon) EEg 595

スイカ(Sandia) EEg 112

ムサセ7(Musaceas) EEE] EEEl

マラニヨソ(Maranon)
300 210

柑橘類(Citricos) 40 匪l

ロロコ(Loroco) 四 14

ヒ○-マン(Chiledulce) 四 35

自然林 10,000 7,000

放牧地 14,000 9,800

林地(BosqueSalado) ■500 EEg

野菜その他 EEl EE]

計 79,313 55,516

1
-
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なお､地区内の規模別土地所有者数は下記の通り3ha以下が約6 4%を占めて

いる｡

土地所有規模(ha) 所有者数 割合(%)

0-1ha 6,242 30.2

E王国 6,880 33.4

EE】 2,370 ll.5

EE)E] 1,724 8.4

10-15 1,768 8.6

15ha以上 1,642 7.9

計 20,626 100.0

2.3事業計画の概要

本計画の基本的なコンセプトは､先ず潅概･排水設備を整備して､作物の増産･

多様化･経営の安定･農業の近代化による収入の増加を果たし､次に農村地域の生

活環境を改善することで総合的な振興を図ることである｡特に､生活水準の向上は

小規模農家の子弟の教育事情を改善し､将来､農民自身の意識改革を促して自立的

発展を遂げるためにも重要である｡

上記を踏まえた具体的な計画目標は､

1)肥沃な土地･水資源を有効に利用して､農産物の増産･雇用の拡大･生活水

準の向上を図る｡

2)農村地帯のインフラを整備し､地域住民約70,000人の総合的な生活環境を改

善する｡

3)主要作物の自給を達成し､その後､農村工業の発展を促進する｡

4)農業分野において輸出の拡大､輸入の減少により貿易収支のバランスを改善

する｡

5)牧畜業を振興し､経営農家の生活レベルの向上を図る｡

6)マングローブ林を保護し､自然環境の保全を図る｡

2.4開発調査計画

調査の目的は､国内最大規模の河川であるレンパ川下流域の農業･農村開発のた

めの総合的なマスタープラン､フィジビリティ調査を行い､実施可能な計画を策定

することにある｡

調査は広範囲かつ多彩な内容であるため､次の2段階で実施する｡

1
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(3)人口･農家数･土地所有状況

地区内は3県にまたがり､ 4つの地域に分かれいる｡地区内の人口は54,000人､

農業従事者数は約15,000人である｡なお､各地域毎の人口､農業従事者数は下表の

通りである｡

地域名 人口

(人)

農業従事数

(人)

土地所有区分(%)

摘要

自作農 小作農

サンタクルス.ポ])シ○ヨス 13,181 4,113 85.0 15.0

サカテコルカ 19,120 3,824 78.3 21.7

ロサリオ.ラハ○ス 10,050 2,010 85.2 14.8

ヒキリスコ 12,000 5,000 75.0 25.0

計 54,351 14,947 80.0 20.0

また､地区内8つの市町村には82ケ所の農業共同体がある｡この共同体は以前に

大農が所有していた農地を､農地改革以後小作が共同管理するようになったもので

あり､将来潅概施設が備わった場合､その組織運営の核として発展するよう期待し

ている｡地域毎の農業共同体(Coorerativa)の数と組合員数は下表の通りである｡

地域名 共同体数 組合員数 摘要

サン〃ルス.ホ○リシ.ヨス 33 893

サカテコルカ 【□ Eel

ロサリオ.ラハ○ス 四 1,270

ヒキリスコ 16 6,500

計 82 9,352
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･フェーズⅠ :マスラープラン調査

調査範囲全体の散在するデータ､情報を収集して体系的に整理

し､さらに現地確認を行うことで部門別の現状把握､問題点の

抽出､開発の可能性､方向性等を診断する｡

また､開発の可能性､緊急性､必要性を総合的に判断､ランク

付けしてフィジビリティ調査の範囲を決定する｡

･フェーズ
Ⅲ
:フィジビリティ調査

マスタープラン調査の結果を受けて､優先順位の高い実施可能

なプロジェクト調査を実施する｡

2.5総合所見

計画対象区域は､中米内で国土面積の最も小さい｢エ｣国内において､地形的に

ほぼ平坦地で土壌も肥沃であり､以前より開発ポテンシャルが高い地域であるとさ

れている所である｡また､乾期の潅概水源としても国内最大のレンパ川の河川水の

利用が可能であり､地表潅概農業適地でもある｡

このため､ ｢エ｣国政府は1975年に本地域の農業開発可能性についての予備調査

を実施している｡しかし､ 1970年代後半より内戦が勃発し1992年の和平協定合意ま

で本計画は放置された｡内戦が終結した現在｢エ｣国政府は､経済復興､失業者対

策等を実施し徐々に回復してきている｡

計画地域においても､和平協定以降､国家再開発計画に基づきFMLN (元ゲリ

ラ兵)とFAES (元政府軍兵士) 14,630人が農地25,170baに入植しており､農業

技術の指導･普及を行っている｡

このような背景の中に､本プロジェクトの早期実施を目指して我が国に技術協力

の要請を起こしたものであり､非常に時期を得たものであると思慮される｡

なお､ ｢エ｣国側の実施機関である農牧省天然資源総局(DCRNR)は､既に日本の開

発調査及び無償資金協力のカウンターパートとしての実演を持っている｡
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1.ニカラグア国の概要

1.1自然概況

ニカラグア国は､北緯10o-14o ､西経80o
-83o に位置し､北はホン

ジュラス国､南はコスタ･リカ国に接した中米地域内の国である｡また､東側はカ

リブ海､西側は太平洋に挟まれており､国土面積は約1 3万km2で日本の約1/3の

広さである｡

国土は､地勢および気候によって3地域に大別される｡太平洋沿岸地域は国土の

22%を占め､フォンセカ湾からコスタ･リカに至る海抜0-100mの太平洋沿

いの帯状の地域で､亜熱帯乾燥気候に属し､年間平均気温は2 6oCである｡気候は

サバンナ及び乾燥性植生が支配的であり､年間降雨量は雨期(5月-10月)で600-

1,500m皿の間で変化し､ 5月と9月に二度の降雨ピークを持っている｡

中央北部地域は､国土の2 9%を占め､半湿潤でホンジュラス国境を底辺としサ

ンフアン川を頂点とする三角形の地域で､地形的に不規則で山脈内盆地を持ち､標

高は1 00-2,000mである｡本地域は熱帯湿潤林から針葉樹林に至り､ 5月か

ら1 2月の冬期に600皿mから2,500皿皿の降雨量があり､ 1月から4月の夏期の間に短

い中間乾期がある｡年間の平均気温は2 2oCであり､太平洋沿岸地域とともにニカ

ラグアの農業生産地帯となっている｡

カリブ海沿岸地域は国土の49%を占め､ホンジュラスとコスタ･リカに跨るカ

リブ海沿いの地域で､湿潤な気候と高い気温によって熱帯雨林を形成している｡

殆ど年間を通じて雨が降り､年間約2,500-6,000mmの範囲の降雨がある｡

全般的に東部カリブ海例のコスタ･リカ国境近くが最も多雨で西部太平洋側に向

かうほど少なくなる傾向がある｡

1.2社会･経済状況

国土は､行政的には1 6県(Departamento)と1連邦区.(首都マナグア)に分か

れるが､更に6地域(Region)と3自治区に纏められている｡

1 9 9 0年4月に就任したビオレタ･チャモロ大統領は内戦の終結､軍備縮小､

鮭済再建､土地財産の保証､農地改革の見直し等難問に取り組んだ｡このうち特に

財政赤字削減を目標とした国家経済再建案･(アジェンダ)を発表し､ニカラグア経

済の建て直しに着手した｡その後1997年1月には自由連合のアーノルド･アレマン

新大統領が就任し､チャモロ路線を引き継ぎ現在に至っている｡

貿易においては､輸出農産業は経済発展の基幹分野として位置付けされており輸

出促進のマクロ経済の構築､伝統的輸出産品(コーヒー､落花生､ゴマ､綿花､バ

ナナ､牛肉等)の既存生産･流通システムの改善･向上､外貨獲得が高い輸出農産

品の促進､流通支援を積極的に行っている｡
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1.3農業状況

ニカラグア国の1 993/94年作期の耕作全面積は約60万haで､このうち約

5 5万haが基幹穀物及び伝統的輸出作物となっている｡輸出用伝統作物はコーヒー､

サトウ､ゴマ､バナナ､タバコ等で､国内消費用はトウモロコシ､フリホール､ソ

ルゴ､米である｡作物の収益性は他の中米諸国に比べて低-中のレベルにある｡

地域別に見ると､太平洋沿岸地域はこカラグアの農業の動向を左右する重要地域

であり､主に綿花､サトウキビ､ゴマが栽培されている｡このうち綿花栽培は匡l際

価格の低落により､他の作物-の転換が図られている｡またサトウキビは潅減水を

必要とするため､潅概施設が無いところではゴマ栽培が盛んである｡

首都マナグアに近い第Ⅲ地域では野菜栽培による都市近郊農業への転換が進めら

れている｡

基礎穀物である米､トウモロコシ､フリホール及びソルガム等は全国的に生産さ

れているが､第Ⅳ地域では特にソルガムの生産が盛んである｡コーヒーは主に中央

高原地域で生産されている｡

｢ニ｣国では数年に1回は早魅が発生し､被害が大きい太平洋岸地域を中心に潅

概施設を整備してきた｡しかし､現在では1980年代に発生した綿花､バナナ､サト

ウキビ等の国際価格の下落､および内戦の影響を受け､ 1980年代の潅概面積(9.3万

ba)の38%(約3.6万ha)に落ち込み､残りは荒れ地になりつつある状況であり､潅概

施設のリハビリは緊急課題となっている｡

また､ FAOの調査によれば､土壌及び水資源より見たニカラグアの潅概可能地

域は70万haと推定されている｡

1.4農業政策

農牧部門は､国内総生産の約25%､労働人口の30%､全輸出額のおよそ75%を占

めており､ニカラグア国にとって最も重要な分野である｡そのため､農牧分野は国

家経済開発政策の中でも重点分野の-つとされているo

主な輸出品(1996年)は下表の通り農産･水産物で占められている｡

輸出品目 輸出量(×1,000) 輸出高(百万ドル)

コーヒー 1,059.4キントレス 116.6

牛肉 45,500.0リ7○ラ 40.0

砂糖 2,688.2キントレス 38.1

海老 10,800.0リ7○ラ 37.6

伊勢エビ 3,100.0リ7■ラ 37.6

バナナ 3,966.3箱 21.6

胡麻 266.0キンクーレス 14.7

棉 128.8キン9-レス 10.1
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国家開発プランにおける農牧部門においては､農産物の生産性向上による経済発

展支援､零細農家の生活レベルの向上とその持続的維持等が唱われている.

農牧省およびPNDR(地方開発計画局)等関係機関は､ POLOS(開発拠点計画)

を通して､地方部農村地帯の農民組織化と生産性向上のための農業生産資機材の貸

し付けを実施している｡

[開発拠点計画(POLDES:Programa de Polos de Desarrollo)]

本計画は､地方の中･小農民に対し､独立性を保持した生産単位として組織化し､

農業技術支援､財政的支援､金融サービス､市場アクセス等のためにインフラ整

備､植林等の環境開発などを政府指導で実施するものである｡

この計画は農牧省が1992年から開始したが､これを1995年からは正式に国家農村

開発計画(PNDR)の中に組み込れ､本計画を今後の農村開発､農業生産性の向上の

ための重要政策として位置付けた｡

このポロ組織は､ 1996年現在全国で90ヶ所に至っている｡本組織に参加できる条

件としては､ 1農家当たりの栽培面積規模が25マンサーナ､牧畜は100マンサイが上限であ

る｡
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2.サンフランシスコ周辺農村総合整備計画

(proyecto de Equipamiento Integrado en la Zona de Sam Francisco)

2.1計画の背景

ニカラグアの国内消費用穀物(トウモロコシ､米､豆類等)生産は､長期に亘っ

た内戦とその後の経済的･社会的混迷により､農村社会を直撃したため､地域農業

は著しく疲弊し､農業生産の激減によるこれら基幹穀物の輸入を招いている｡

現政権は､農業政策の中で零細農民への支援､老朽化した農業インフラ(特にカ

ンガイ施設)の整備､環境への配慮､農産物の流通改善等を重点課題としており､

農民組織化支援のための農業組合を開発拠点(ポロス)として位置付け､各種の貸

出しプログラムを実施している｡

本地域はマナグア湖北側､第Ⅲ地域の北端に位置し､首都マナグアには比較的近

いものの小農及び貧農が多いが､米作に対する開発ポテンシャルは高い地域で､
1

9 9 6年より開発拠点(POLOS:07-06-96認可)に参加し､地域開発に着手したとこ

ろである｡

また､ 1 99 5年には小農民の組歳化プログラムの一環として､ FAOが本地域

を含むサンフランシスコ･リブレ市全域の農業問題基礎調査を実施したところであ

るが､実施計画を樹立するまでには至っていない｡

これらの農業インフラの復旧または建設には資金が必要であるため､緊急性の高

い本地区において､農村復興計画のモデル計画とするため､日本の技術･資金協力

について要請越したものである｡

2.2地区の概要

(1)位置および範囲

本地域は､首都マナグアより北方に約8 0km行ったマナグア湖北岸に位置し､

西側はビエッホ川を境界に第Ⅲ地域と接し､南側はマナグア湖岸である｡地形

は北から南へ緩やかに傾斜しており､標高は7 0m-4 0mである｡

対象地域は､東西約8km (底辺)
､南北1

0k皿の略三角形を成しており､東

部のSAN FRANCISCO LIBREから西側のビュッホ川までの約4, 0 0 0haである｡

(2)気象

地域周辺は､サバンナ気候で雨期(5月-1 0月)と乾期(1 1月-翌4月)が

明確である.年間雨量は約1, 1 00mmでこの内の9割以上が雨期に降る.従って､

乾期は乾燥状態となり､無力ンガイでの作物栽培は不可能となる｡月平均気温は

一年を通じて2
8oC-3 0oCとほぼ一定で､常夏である｡
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サンフランシスコ･リブ■レにおける気象諸元は以下の通りである｡

12 平均

28.0 28.9oC

227 2560mm

4 1099mⅡ1

_月
1 乙 3

-1_
5 6_______ユ________山______⊥L

平均気温 28.328.9 30.1 30.7 30.3 28.8 29.1 29.328.528.1 27･9

蒸発量皿m 255 246 289 274 206 140 199 214 174 155 181

降雨量mm 2 1 3 24 168 179 69 102 265 226 59
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i. Computadora

j.Copiadora

k. FAX

2 unidades

1 unidad

円
ヨヨ

(6) CRONOGRAMA DEL ESTUD10

EI Estudio se eJeCutarA en dos fTasescon una duraci6n de dos a云os･

Fase - I Elaboraci6n del Plan Maestro

Fase - Ⅱ Estudio de Factibiiidad

PrimerA五o SegundoA丘o

Fase-i ***************

ヂase-Ⅱ ********

(7) LOGROS ESPERADOS EN EL ESTUDJO

a) Recolecci6n sistemまtica
de lo§ datos e informaciones relacionados con elまrea del

Estudio

b) Anま1isis y el′aluaci6nde la agricultura y condiciones socioecon6micas del area

c)Posibilidad y lineamientos para el
desarTOllo del Area

d) Paquete del Proyecto y progTamaS en base a la evaluaci6n

e) Estudio
de fTactibilidadpara el proyecto de mas prioridad

f)Efectos de inversi6n y evaluaci6n econ6mica

g) Transferencia tecno16gica

(8) SOl_lC什UD DEL ESTUD10 A O~｢ROS DONANTES

Ninguna

(9) OTRAS JNFORMACJONES PERTrNENTES

EI Ministerio de Agricultura y Ganaderl'a realiz6 un estudL'o para eL plan preliminar del

proyecto de nego en cuatTO ZOnaS
del palls bajo la asistencl'a deI BⅡ)･ E】 area de】

presente Estudio es una
de )as 4 zonas y se ha identificado la potencia7idad para el

desarTOllo baJ'o negoI En aquel entonces, todavia no habia comenzado la reflorma

agTan'a y Jos grandes productos posel'an
Jos terrenos, y se deJ'o suspendtdo el plan de

desarrollo.

3. FACIUDADES E INFORMAC旧NES ASER SUMIMSTRADAS ALEQ川PO DELESTUD10

(1) ASIGNAC旧N DEL PERSONAL DE CONTRAPARTE

ESPECIALIDAD

Agr6nomo

lngen)lero de r]ego

lngeniero civil

Economista

economista agTICOla

Especialista del medio ambiente

-9-

Ⅳ雌RO

5

5

1

1

1

1



(3)河川流況

本地区の主水源になるビエッホ川の上流サンタパルバラには水力発電用のダム

があり､この発電後の放水量によって下流側の河川流量制限されることになる｡

ビエッホ川の流域図は別紙の通りである｡

過去5年間(1991-1996)の既存取水工地点(Las
IVojarras)の河川流量は別紙流

量表の通りである｡この中で､特に潅減水が必要な乾期(lュ月-翌5月)の河川水

は､平年ではおよそ5-8m3/secである.なお､既存モハ-ラス取水工は右岸側に

約2,500haの潅概受益地があり､米､マンゴ等の潅概農業が行われている｡

(4)土地利用状況

地区内は水稲栽培に適した条件を備えており､ 1980年代には地下水ポンプ潅概

が盛んで､約2 5ヶ所のポンプにより3,000マンサイ(約2,400ha)で米の二期作が実施

されていた｡

しかし､内戦の発生により潅概施設は放置され､現在ではおよそ5ヶ所のポン

プしか稼働していなく､その他は雨期の天水を待って単作されている状況にある｡

従って乾期は未耕作地として放置されているため､徐々に荒れ地化が進み､農地

の減少を助長している状況にある｡

なお､ビュッホ川沿いの農家では乾期に自力で河川水をポンプアップし､潅概

農業を行っているヶ所がみられる｡

現在､地区内の農道沿いでは畑作としてトウモロコシ､ソルゴ､豆類が栽培さ

れている程度である｡

なお､地区内にはSan Francisco Libreをはじめ､ Laurel Galan､ Santa'Waria､

Las Xercedes､ Rio Grande等の集落が点在しており､殆どの農家が中･小農家で

ある｡

2 - 6
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ビエッホ川日流量表(1995年)
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ビエッホ川目流量表(1996年)
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2.3妻妾計画の概要

マナグア湖北岸に位置するサン･フランシスコ･リプレ周辺地域約4,000haにおい

て､ポロス事業と調和して､貧農対策､主要穀物の自給率向上､農産物の共同出荷

体制の強化等を目的に､農業生産のためのインフラ整備(カンガイ施設､農道等) ､

組合組織強化のための管理施設､出荷施設等を含んだ農村総合整備計画を樹立する｡

具体的な事業内容は､以下の工種が考えられる｡

1)インフラ整備:カンガイ施設の改修･新設

農道整備

2)管理施設:集会所､ガレージ等

3)出荷施設:農産物集出荷場

4)維持管理機械:水路及び農道整備用機械類

2.4事豊実施計画

本事業実施機関は､地方開発国家計画(PROCRAMA NACIONAL DE DESARROLLO RUR-

AL:PNDR)であり､本機関の下には拠点開発計画(PROGRAMA POLOS DE DESARROLLO:

poLDES)も含まれており､農村地域の復興･組織化に努力している｡

なお､本地区は既にFAOによって基礎的調査が実施されており､ ｢ニ｣国側で

は今後本地域の復旧事業計画策定及び実施計画を立てるため､第一段階にて基本設

計調査を実施し､その結果を踏まえて我が国の無償資金協力による事業実施を要望

している｡

実施スケジュール(寡)は以下の通りである｡

項目 1年目 2年目 3年目 4年目

正式要請

基本設計調査

実施設計

事業実施
l
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2.5総合考察

本地域は､首都マナグアがある第Ⅲ地域にあり､首都より約80kmと近くマナグア

湖畔に開けたビエッホ川の扇状地である｡地区内の地形は非常になだらかで､内戦

以前には地下水ポンプ(25ヶ所)潅概によって稲作が盛んであった地域である｡し

かし､内戦中にこれらのポンプ施設は故障又は老朽化し､そのまま放置されたため

現在は数ヶ所(5,6ヶ所)のみが稼働している状況にある｡

内戦が終結した現在､政府は農村地域の生活安定､雇用増大に重点施策を置いて

おり､本地域の復旧･開発についても早期実施を望んでいる｡ なお､ 1995年には

Italia/F AOにより当地域を含むサ〃ランシスコ･げレ周辺の農業基礎調査が実施されて

おり､農村組織化についての問題点が提起されている｡

なお､現政府はPNDRを通してPOLOS (拠点開発)計画を推進中で､本地域も

1996年より本計画に参加している｡また､ビエッホ川を挟んだ対岸では既に河川水

利用による大規模稲作栽培が実施されており､本地区でも潅概水を確保すれば十分

な優良農地になる可能性が高い｡

また､潅概水源を地下水(ホ○げ777o)から河川水(自然重力水)に切り替えることに

より､維持管理費の節減､持続的な潅概農業の確立が図れる｡

このように､国家農業政策であるPOLOS計画における農民の組織化と併せて､本地

域の生産性の向上､道路整備､農産物流通等を含めた農村総合開発を実施すること

ば受益農民のみならず､地域住民全体に多大な効果を生み出すものと思慮される｡

司 一 ‖Ej



3.その他の案件概要

｢ニカラグア畜産技術改善計画｣

ニカラグアは中米のほぼ中心に位置した農牧畜産国である｡ 1979年-1990年まで

は内戦の影響で畜産分野は大きな打撃を受け､現在でも十分に回復したとはいえな

い状況にある｡

肉牛頭数では､内戦前には270万頭が飼育されていたが､終戦直後には44%が減少

し現在も回復ししていない.また､乳量は1頑当たり3.0't)'JJ日と低水準である｡し

かし､牛肉は輸出品目の第2位(52百万ドル)を占めており､乳製品の輸入量は輸出量

の2倍となっている｡小牧畜農家は全牧畜農家の71%で､子牛購入の84%が借金で

購入されており､その返済率は36%以下である｡

このような状況を改善するために､ニカラグア政府は総合的な畜産技術の改善･

普及を求めているが､実践的な技術を習得する条件や施設が不足しており､このた

め日本に対し技術協力を切望している｡

ニカラグアには畜産試験場のような施設はなく､ニカラグア政府の畜産政策の改

善･普及にしても､それを実際に行う学生･普及員が実践的な研修実習する施設が

必要である｡

実施機関として予定している｢ニカラグア国立農牧大学｣は､他の農畜産関係の

政府機関とも協力出来る条件を備えている｡

･計画の目標

1)家畜飼育管理の改善

2)家畜衛生の改善

3)農産副産物利用による飼料の改良

4)繁殖育種による個体能力の改善

5)草地維持管理､飼料作物貯蔵技術の改善

本案件を実施するため相手国側は日本の｢プロジェクト方式技術協力｣及び｢無

償資金協力｣を希望している｡
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付 資 料

1.現地写真

2.調査団の構成

3.調査日程

4.面会者リスト

5.収集資料

6.レンパ川下涜域農業･農村環境総合計画の要請書(秦)
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Antecedetdes deL Proyecto

EI Distrito de Zaptitin se ubica aunos 30 ki16metros hacia
la direcci6n occidental de

la capital San Salvador, y esuna zona desarro皿ada en 1969 medjante tn proyecto

nacional deriego y avenamiento dentro del marco de la polidca agrkoh y viene
desempe血ndounpape1 importante de abasltecer el丘rea血etropolitana

de grano8 ,

hortalizas,etc.

No obstante, de8Pu68 de haber transcmido mss de 20 a五os, h infraestructtm de h

zona tal como el sistema deri6go y drenaJ'e y la red de caminos no cumplen
Bus

fLuCiones en forma e6ciente, debido a la deva8taCi6n del pa)Js, organizacion早8
nO

eficientes de operaci6n y mantenimiento,
lo cual imposibilita el cddvo en 1,600

hectireas en la 6poca seca que corFeSPOnde aproximadamente
a lamitad delま陀a

agricola de 3,100 hectireas de la zona. Estas
condiciones tlrgen

h redizaci6n del

Proyecto de Rehabihtaci6n.

EI M軸sterio de Agricultura y Ganade血ejecut6 lln eStudio de血ctibilidad en 1990,

respecto a la rehabilitaci6n de la inhestructtm, incluyendo el componente de h

me)ora del medio ambiente, Sin embargo, no podi'a lograr el血anciamiento par& h

ejecuci6ny present6
1a sohcitudalGobiemo de Japan para e3ecutarel Proyecto

mediante la Cooperaci6n Financiera No Reembolsable en eAem de 1994. En

respuesta a la solicitud presentada, el Gobiemo de Japan empez6 A realizar tin e8tudio
en septiembre de 1994 para justi丘carelProyecto y prepar6 tm plan b由ico軸ndo tn&

magnitud adecuada del Proyecto con Bus componentes apropiados･ En jqniode 1996,
sefirm6 el CanJ'e de Notas entre ambos paises para eJ'ecutarel Proyecto.

Efedos Esper7ados medz'ante血EjecucL'L51Z
deL Proyedo

(1)Elevar el nivel de la vida y me]'orar l乱s condiciones de lavida de los agricdtores
(9,100personas) de todas la等 familias agn'colas (1,300血mh'as), puesto que h

mayo血de ellos son del estrato econ6micamente bajo e irLmlgrarOn en eSta ZOna

y se dedican a la agriculttm enpeque五a escala.

(2) Posibilitarel cddvo de los prodllCtOS
de alto valor como hortalizas en vez de ca丘a

de azdcary el aumento de la prodtlCCi6n, mediante h rehabilitaci6n del si8tema
de

nego, tal como los pozos, presas para la toma de agua, bombas y canales, que

permite el cultivo en la 6poca seca, Adem孟s, el aumento del agua para elriego

Servira tambi6n para los que viven alrededor de lob canales, reduciendo la carla

cotidiaT)a
de las mu]eres y niaos.

(3) Recllperar lafunci6n de los αminos principale8 en la zona mediante

reconstrucci6n de los pllenteS,血cilitando el accesoal1ugarde producci6n

comercializaci6n y tambi6n contribuyendo a la me]ora de las condiciones de

vida de los habitantes de la zona.

k

y.也

(4) Posibilitarel envio de productos enforma colectiva y plani6cada a hs

organlzaciones de productores mediante la construcci6n del centro de acoplO,

tambi6n posibihtar la venta de productos a los intemedi'arios con tu precio
favorable que permita el aumento del ingreso血miliar.

(5) Facilitar el mantenlmiento de la in&aestructura, talcomo el sistema deriego y
drena]'e y la red de caminos, mediante e1 8uministro de equlpOS,permitiendo el

fortaleclmiento de la asociaci6n de regantes. Adem孟s, los equlP8 del

mantenimiento a ser 8tministrados servirin pan mqorar
la8 COndiciones de lo島

n'os en el孟rea contami血ada con
la bastm

8edlmentada, reduciendo
los da島os

anualmente causados pr ユasinundaciones.

【RESUMEN DEL I'ROYECrO /計画概要】

PrincipalRecurso :Fondo de Cooperaci6n Financiera No Recmbolsable

/主財源 del Gobierno del Jap6n /日本国無償資金協力

Crotal:1,026,654,000 J.Yenes ≒ 9 minones USS)

Propietario /施主 :Ministerio de Agricultura y Ganaderl'a (MAG)

Diseao y Supervisi6n /設計億工監理 :NaigaiEngineering Col,Ltd･ (Japan)

Constructora /工事請負者 :Ha2ama Corporation (Japan)

Suministrador de Equipos /機材供与 -:Kanematsu Corporati皿(Japan)

Peri∝lo de construcci血l ･/エ期 :Octubre de 1996
a Marzo de 1998

【CONTmOS DEL PROYECTO /エ事概要】

OBLu /工手I

(1)Cmstrucci6nde POZOS y reemplazo de /深井戸及びホ■ン7'設備15箇所

los叩1pOS de BOMBEO en 15 sitios

(2)Revestimientodel CANALDE RIEGO en 12･6 km /謹漉用水路L=12･6km

(3)Construcci6nde 2 PUENm /溝渠2積

(4)CQnStruCCi血de3 PRESAS /取水堰3･箇所

(5)Reemplazo de los equipos de BOMBEO en 3 estaciones /ホ○ンフ○設備更新3箇所

(6)Cmstrucci6n deunCENTRO DE ACOP10 /農産物集出荷センター

EQUIPOS働与I

(1)Tractora Omga ･-
/7')Lト◆-サ●- : 1

(2)CargadorFrontal /ホイールロー9'-: 1

(3)Moto血dadora /モータールーダー:1

(6)Pick-Up /ビカアップ

-IJ- 4x4(Doble) :1

- Jl - (Simple)
.'2

(4)Retro∝cavadora/′l◆ックホウ ‥1 (7)Motocicleta /オートI(イ:4

(5)Cami6n Volqueta /9'ンプトラック :2 (8)Computadora /コンピュータ:1

NALGWENGLIVZEZ;RLNG CO., LTD.

SHUWl一払〈払GIEASHI BLDG. 2-19-らE4脳GIBASHl, TAITO-KU

TOKYO, 111 JAFm

mL. (81)3-5687-8600 FAX. (81)3-5687-8081

0ETCINH ENEL SALVIDOR

FASEO GEMLuL ESCALON 1/2 CUADA4 ABAJO DE REDOnEL此4SFERRER

HO22EL St7Eア鵜 SANSALF:ADOR TELI (503)263-6216 FAXI (503)263-6215

(6) Reducir la importaci6n de lo8 prOd11CtO8 agricolas desde los pafse8 VeCino8
mediante el aumento

de la
producci6n,permitiendo el ahorro de las divisas.

(7) Producir efecto8 POSidvos a trav由del &bastecimiento estable de l乱s hortalizas
frescas en elまrea metropo五tarLa y Otra8 Ciudades cercanas y tambi血a tnvi8 de

h nueva tecJIOlogl'a del culdvo.

(8)Aumentarel empleo para lob qlleviven Al托dedor de h ZOJ)a del Proyecto, lo cual

evitari el movimientomigratorio de h gente del estrato pobre desde la zonarural

hacia h urbaJ)a.

(9)Contribuiralde8amllo agricola del pfs como zona modelo del desarrollo agricola.

プbジ工場の柑

サボティタン地区は書加サン･サルヴアドルの盲約30kmに位置し､農業適地であることから
19eO年に国のA暮政#f=沿ってF)*5&瀬排水事兼として開発整備された優良楚恵農薫地域
で､書林圏に穀物､野菜等のJL丘物を供絵する書婁地区に位置付けられている｡

しかし,その後の国土の先廉,維持f畢租頼の弔体化等のため､ 20年以上が経過した現在で

は地区内の5t瀬､排水. iL蕗書の各施政がそのt*能を果たせなくなっており,そのため3,100ha

のJL地のうち約半分の1.eOOhJは位期での栽培が不能となる等､再整備が急務となっている｡

A牧省はこの状況を改善するため1990年に施設の従l日を基本とし､環境改善を含めた可能性

調査を実施したが資金調達の目途が立たす､1994年1月､ El本国政府に対し無償資金協力で

の事業化を要請した｡日本国政府はこの妻請を受け､柑94年9月より調査を開始し,計画の妥
当性を認め､適正な事業内容･規模を策定して基本計画を取り棲め, 1996年6月に両国の間で

事業実施のための交換公文が署名された｡

プbジェクトの責務によLj#得きね棚

(1)計画地区内は国策によって入植した貧困岸を含む小農が大細分であり､農家全体1,300

戸､農民数9.100人の生活レベルの向上､生活環境の改善を図る

(2)漉怒用の井戸､取水堰､ポンプ､水路の亜庸rこより乾期においても港栽農業が可能となり,

砂糖きび栽培から野菜を中心とした収益性の高い作物への転換と生産量の増産が可能と

なる｡また謹載水の増加は水路沿いの住民の生活用水の確保r=もつながり,婦人･子供

の日常作美の省力化に役立つ

(3)瑞の建設は地区内の幹線道路の捜能を回社し, JI産物の生産及び涜通へのアクセスを

容易にするとともに､地区内農民の生活環境の改善に寄与する

(4)農産物集出荷センターの設置により農民組鞭I=よる共同出荷､計画出荷が可能となり､

有利な価格で仲買人に販売することで農家収入の増加が期待できる

(5)維持管理用機材の供与により､澄渡､排水,農遭の各施設の維持管理が容易となり,水

利組合による管理体制を強化できる｡また､堆棟物､ゴミ等で環境が悪化している地区内
の河川の環境を改善し､さらに､毎年発生する洪水故事を軽減することができる

(6)野菜類の増産により近隣諸国からの輸入が減少し､外貨の備蓄に薫献する

(7)首都圏､近郊春市への生鮮野菜の安定的な供給､栽培技術の波及的効果が期待される

(8)農産物の生産量の増加により地区周辺住民の雇用機会の拡大と､農村から都市に売人

する貧困層の流出防止効果がある

(9)農業開発のモデル農村地区として､国内農業の振興'(=寄与する
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レンパ川上流の頭首工設置予定地点

調査対象区域最上流のレンパ川



地区内にある国立農業技術センター（CENTA）の気象観測所

地区内に新設された潅漑用ポンプ設備



地区内での稲作栽培の状況

国道から海岸に向かって走っている地区内農道



（サンフランシスコ周辺農村総合整備計画）

ビエッホ川にある既設頭首工（上流取水口より望む）

同上頭首工の堰本体（上流側より望む）



1．現地写真

（レンパ川下流域農業・農村環境総合開発計画）

レンパ川河口付近のマングローブ林

ヒボア川下流域の農地の状況



サンフランシスコ・リブレ市役所正面

地区内の既設農道（左側はソルゴ畑）



ビエッホ川左岸側の幹線用水路

ビエッホ川左岸側の整備された二次水路網と水田



ビエッホ川上流にあるサンタ・バルバラダム

同上ダムより導水された水力発電所
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2.調査団の経歴

1)氏 名

2)生年月 日

3)現 住 所

4)専門技術

5)最終学歴

6)職 歴

桜井 正信 (SAKURAI HASANOBU)

昭和23年9月29日(49歳)

埼玉県草加市谷塚町7 8 3
-
3 (TEL 0489-24-8625)

農業土木 技術士補

昭和46年3月 岐阜大学農学部農業工学科卒業

昭和46-平成元年:内外エンジニアリング(秩)本社技術部

平成2-平成7年: 〝 海外事業本部 技術次長

平成7年6月-
〝 海外事業本部 企画部長

7)主要業務経歴: 昭和56年

昭和58年

昭和59年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成3-4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

〝

/＼○テクoアイ国イポア湖北西部農業開発計画(F/S)

エジプト国北ホサイニア南部農業開発計画(F/S)

ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(F/S)

ポリヴィア国コチャハ■ン/＼●州野菜種子増殖計画(B/D)

〝 〝 実施設計(D/D)

ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(B/D)

ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(S/V)

コロンt.7国傾斜地域農業モデルイ〃ラ実施設計(D/D)

〝 〝 施工監理(短期専門家)

エル･サルウ■7ドル国サボティタン地区農村総合整備計画

基本設計調査及び実施設計調査

フィリヒ○ン国イ〃7ンタ地区天水農業環境整備計画(B/D)

コロンE'7国傾斜地域農業開発､権概施設短期専門家

ホげユラス国権概排水技術開発計画実施設計調査



5.収集資料

【エル･サルヴァドル国】

1)PROYECTO DE RIEGO ZONA-COSTERA Setiembre 1975

INFORXE DE PREFACTIBILIDAD(TOIVO 1 :RESUIVEN REFERENCIA)

2)上記報告書の添付図面､構造図18枚

3)AL虹ANAQUE SALVADORENO 1996(DGRNR)全国気象テ■一夕ー1996年版1

4)地区内農業組合(cooperativa)の位置図と範囲､面積(ISTA)

5)レンパ川の流量表(1g94-1997,日平均流量)

6)上記地点の河川横断図(Estacion:SAM XARCOS)

7)レンパ川の水質試験結果(1995-1997)

8)バホレンパの現況土地利用図(1:100,000) 3枚

9)レンパ川流域図(1:300,000) 1枚

10)地形図(1:50,000) 2枚

ll) 〝 (1:25.000) 6枚

【ニカラグア国】

l)CENSOS NATIO.VALES 1995(INEC: Septienbre 1996)人口センサス

2)ANUARIO XETEOROLOGICO 1991(INETER)気象データ

3)XETODOLOCIA PARA EVALUACION DE 柑PACTO TERRITORIAL DE PROYECTOS(INETER)

4)AL CAIVPO(PNDRの機関誌)

5)RIO VIEJOの河川流量衰(1970-1997)

6)SANTA BARBARAタ■ム放流量(1970-1989)



3.調 査 日 程

日程表

日順 年月日 出発地 到着地 宿泊地 摘要

1

EE5

ll.16(日) 成田 マイアミ マイアミ 出発(Nf1010ニュ-ヨーク経由)

2 17(月) マイアミ

サンサルハ■ドル

マナグア

エル.サルハ■ドル

マナグア

マイアミ

成田

サンサルハ○トルサy1)一着､Py大使館表敬

3 18(火)
′′

DGRNRと協議､資料収集

4 19(水) El 対外協力省協議

5 20(木) ′′ 現地調査(レ川○下流域地区)

6 21(金)
′′ 関係機関協議､資料収集

7 22(土)
′′ 類似地区視察

8 23(日) マナグア 移動(TA961)

9 24(月) E) POLOS協議､対外協力省表敬

EE] 25(火) 〟 小西専門家､PNI)R協議

Eq 26(水) 〟 現地調査(サ〃ランシスコ地区)

EE] 27(木)
′′ 関係資料収集

EEl 28(金) マイアミ マ〃○7発(AA970)

14 29(土) マイアミ 機中 移動

EEl 30(日) 帰国



4.面会者リスト

【エル･サルヴァドル国】

･ oficina Analisis de Politica Agropecuaria(OAPA:農牧政策分析部)

Eduardo H.班acaga 部長

･ Direccion General de Recursos Naturales Renovables(DGRNR:天然資源総局)

Ing. Julio Alberto Olano 局長

Ing. Alejandro Flores Bonilla 権概課長

Ing. Sergio A. Valldeperas 土木技師

Ing. Joakin Flores レンハ○
･アカワ/＼○フ○ロシ○ユタト担当

･ Instituto Salvadoreno de Transformacion Agraria(ISTA:農地改革公社)

Ing. Adorfo Garcia 技術部長

･ centro Nacional de Tecnologia Agropecuaria y Forestal(CENTA)

農牧林業技術センター

Ing. Hector Argu占ta Penate サンタルス･･toリーシo3支所長

･

1Vinisterio
de Ambiente y Recursos Naturales(XARN:天然資源環境省)

Ing. Ines Maria Ortiz

･在エル･サルヴァドル日本大使館

岩元 克

石井 清史

･外務省国際協力部

上原 盛毅

中米7ヶ国環境委員

特命全権大使

一等書記官

JICA派遣専門家

【ニカラグア国】

･ Polos de Desarrollo Poldes (POLOS:開発拠点)

Ing. Arnando Barberena 総裁

Ing. Arel'andro Amador A. 技術部長

･ Instituto Nicaraguense de Estudio Territoriales (INETER :国土地理院)

Ing. Luis S. Palasios

lng. Isaias
IVontoya

B.

･ Municipalidad de San Francisco Libre

Jose Bermudes Juares

水資源部長

水文課長

市長

･ universidad Nacional de Agropecaria(UNA:国立農牧大学)

Camilo Somarriba Rodriguez 副学長

Xatilde Somarriba Chavez 渉外部長



Nadir Reyes Sanchez 動物科学部長

･ xinisterio de Cooperacion Externa(対外協力省)

有本 稔 JICA派遣専門家

･ centro National de XejoraⅢiento Genetico(CENAHEGE:遺伝子改良セント)

小西 洋一 JICA派遣専門家(人工受精)

･ centro National de lnvectigacion Agropecuaria(CNIA:農牧研究セント)

向河原 JICA派遣専門家(種子)



6.レンパ)II下流域農業･農村環境総合計画の要請書(莱)

(本要請書はDGRLVRと共同で作成したものである)



REPUBLICA DE EL SALVADOR

PROYECTO DE DESARROLLO INTEGRADO
′

AGRICOLA Y AMBIENTE RURAL EN
′

LA CUENCA BAJA DEL RIO LEMPA

DOCUMENTO PARA SOLICITUD DE COOPERACION TECNICA
′

PARA JAPON

(PLAN MAESTRO Y ESTUDIO DE FACTIBmⅡ)AD )

MrNISTERIO DE AGRICULTURA Y GANADER上A

DJRECC10N GENT;RAL DE RECURSOS NATURALES RENOVABLES

sANSA⊥VADOR, ll DE OCTUBREDE 1997



SOLICITUD DE COOPERACION TECNCA

作STUDIO PARA EL DESARROLLO)

1. RESUMEN DEL PROYECTO

(1) NOMBRE DEL PROYECTO

PROYECTO DE DESARROLLO rNTEGRADO AGRICOLA Y AMBrENTE RURAL

EN LA CUENCA BAJA DEL RIO LEMPA

(2) UBICACION

Elまrea del Estudio estまubicada a unos 60 ki16metros al sureste de la capltalde Sam

salvador,entre lo§ 13o 12′ y los 13o 30′ de latitud nortey entre los meridianos 88つ

34′ y 89o O2′ de longitudoestey tieneunas 68,000 hectAreas en )a CuencaBaja del Rl'o

Lempa, cubriendo los tres Departamentos
de LaPaz, SanVicente y Usulutan･

(Viase elAnexo- 1)

(3) ORGANISMO EJECUTOR

(a) NOMBR王DEL ORGANISMO

Ministerio de Agriculfura y Ganaden'a (MAG)

やDirecci6nGeneral de Recursos Naturales Renovables (DGRNR)

(b) N~UM王RO DE PERSONAL DEL MAG

personal Universitario 860 incluidos 430 como personal de DGRNR

=

TicnIIco 418
"

209
"

=

Educaci6n secundan'a 1,676
=

838
=

=

otros lO8
"

54
"

Total 620

(
r
1

(c) PR王SPUESTO ASIGNADO A⊥ MAG

"

l,53l

Unidad: millones de co】ones

A如 Gastos fiJ-os presupuestos para proyectos(') Total (辛)

1995

1996

1997

1998

385.6

352.8

314.4

314.4

273.8

326.5

277.2

198.2

659.4

679.3

591.6

512.6

(辛)1.OUSS-8.7a

En el aho 1998 es eL presupuesto requerido, ademAs
los gastos fijosdel presupuesto

nacional ocupan aproxl'rTladamente entre
un 2%･

(d) ORGANIGRAMA

Vさase el Anexo- 2

-1-



(4) JUSTIRCAC10N D∈L PROYECTO

(a) CONDICIONES ACUTUA⊥ES

La Repdblica de EI Salvador posee aproximadamente unos 5mi1lones 120mi1 habitantes

(1992), el PBI (1995) es de 1,615 USS per capita, y se ubica aprox血adamente en el

centro de CentroAmerica limitando al norte y al este con Honduras, al sur con el Ociano

pacl'石co,y al oeste con Guatemala･ Es un palS呼1CO】a con una extensi6n d己21･000

k皿2 de te汀itor10,Siendo ligeramente mayor que la isla Shikoku de Japdn･

EI sector agTICOla del pals COntribuye considerablemente
a la economl'a nacional

estimまndose que ocupa e1 23 %
del Producto Bruto Intemo y un 36 % de la poblaci6n

econ6micamente activa, y ocupando un 33 % de ]a exportaci6n. Por otro paTle, e1 52 %

de la poblaci6n total es pobTe,
dentro de la cual un 65 % son agTICultores, y tambiin

dentTO de1 42 % de analfTabetos del total de 】a poblaci6n e1 70 % corresponde a los

agrlCultores･

La Repdblica de EI Salvador mantenia e] crecimiento econ6mico en 5 % como e)

promedio anual mediante una industrializacidn rまpidamente
desarrollada en las dicadas

de] 60 y 70, ademまs de 】a exportaci6n y cultivo
en gTan SuPerficie de ca轄,algod6n y

azdcar. La economia
del pals, S]ln embargo,

declino debido a los connictos infernos que

duraron desde la dicada de los 70 hasta 1992 y las zonasrurales se deterioraron･

Actualmente, despuis de ce】ebrar el Acuerdo
de Paz, el pals eSta en PrOCeSO

de

recuperaci6n apesar
de que es un avance gradual･

E】まrea del Estudio, donde unos grandes productores ocupaban la mayor parte
delまrea,

dedicまndose a la agTICultura y ganaderl'a en gran escalaantes
de la refbrma agrana, tiene

gTan pOtenC)･alidad para el desarTOllo
del terTenO y reCurSOS hidricos･ como unas de las

potencialidades mas notab】es del palS･
Debido a Ja paTCelaci6n en la Tefbrma agTan-a

eJeCutada a partir de 1980, actualmente
los pequeaos productores

haロ llegado a ocupar

mまs de la mitad de】 area.
Generalmente e】】osno dl'sponen de recursos econ6micos ni

conocimientos ticnicos, desarrollando las actt'vidades agTICOlas en fbrma inestable,

dependl･endo de la precIPltaCl'6n de lluvia sin
tener l'nstalacIlones de riego y centTando el

cultivo para Jas subsistencias sin poder vender
los productos･ lo cual dificulta

Jas

condiciones econ6micas de los productoresI

En el area del estudt'o, despuis
de los･-Acue(dos de Paz celebrados en enero de_･_･t992,se

encuentran asentados.un total de 14･63-0 habitantes entre eL FML= (Frentei-arabundo

Marti para La Lllberacldn NacionaJ) y la FAES (Fuerza Anllada de EJ Salvador)
en una

area 25,170 ha o[orgadas mediante el acuerdo
del Plan Nacional de Reorganizaci6n (1992)I

Estos habl･tantes no poseen conoc]'ml'entos tdcnl'cos agTICOlas, por lo cual actuaJmente se

realiza on'entact'dn ticnica a訂-co一a nlediante seminarl'os･

E】 acceso al Area deJ Estudio
desde elまrea metropoJitana se reaJ血por Ja caJTetera

nacl･onal
NO 2, necesitando una hora y medl-a aprox7'madamente･ Cuando se fina)]'ce ]a

construccI･dn
del Puente Oro que se estA rea7izando pop medio del cridito de Japan, se

usarA e) acceso por
la orilla lZquierda que serまconsiderablemente me)orada･

DentTO de estaまrea Las in斤aestructuras sociales, tales
como caminos, electTificacidn, agua

_つ
_



potable, centros sanitarios, establecimientos educativos, etc･, est血extTemadamente

escasas y tienen ulgenCia
de eJeCutarSe un desarro】】o integTalruTal incluyendo el

me)oramiento social.

(b) PLAN NACIONAL DE DESARROLLO

La base del Plan Nacional de Desa汀Ollo (1994-1999) son los siguientes:

1) Consoh'dar un ambiente poll'tico estable, democrえtico, to】erante y bajo eh'mpen'o de

laley.

2) Facilitar el desarTOIlo humano pleno para evitar que el que mace pobre este condenado

a monr pobre･

3) LogTar.1a autonoml'a econ6mica e inser[ar al pats a las cadenas de producci6n

mundial.

4) Fomentar ei espirittl de reconciliaci6n nacional･

El gobiemo pone mucho infasis la meJOramiento
del sl'stema educativo, salud y

administraci6n de los gobiernos reglOnales, y tambiin recuperaci6n
de la region eSte, la

cual se deterior6 durante los connictos intemos. Ademas, recuperaci6n de la reg】on

este agrandar producci6n agTICOla y da mayor
impacto para econ6mico en EI Salvador.

(c) LINEAMⅡNTOS PARA EL DESARROLLO EN EL SECTOR AGRICOLA

Las estrateg]as para el desarTO]]o de】 sector agncola son
los slgulenteS:

l)hcremento de la producci6n derubros competitivos

2) Diversificacidn de los productos agricolas y modemizacidn

3) ConseⅣacidn de los recursos naturales

(d) PROBLEMAS PEND正NTES DEL SECTOR AGRICOLA

l)Extensidn de la agTicultura por riego

2) Librarse de la sllstema agT1'cola y productos tradicionales

3) Reforma del sistema financieTO agTI'co]a para los peque紬s y medianos agTl'cuztores

4) Fortalecimiento de ]as organ･'zaciones de productores

5) Establect'miento del derecho de propl'edad

6) Mejoram'ento de Jas condicJlones educativas en Ja zona rural y cambio de la

conciencia educativa

(e) PERFm DEL PROYECTO

De acuerdo al resultado del estudio rea一)'zado
en 1980, La superncie regable del pals eS

aproximadamente 260,000 hectareas, dentro de este extensi6n solo unas 35･000 hectAreas

tienen s)'stema de rJegO･ Seg血1as cond]'cJ'ones de propJ'edad de los sIIstemas de rlegO,

23,000 hectまreas son sistemas prlVados y 12,000
hectireas son pdblicos･ La razdn por

la cuaJ estまatTaSado eL desarrol】o
del sl'stema de rlegO, Se PUede mencionar la escasez de

aguas superficiales, cuyo maneJO nO neCeSita mucho costo- a■demまs del terTenO I)'mitado

que disponen los recursos hidricos y del sueLo･ debido a que
la mayor parte del terreno

apropiado para el nego se encuen汀a en la parte su√ del paIS･

-
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Del total general de lo§ beneflClanOS dlreCtOS, Se eStlma que e1 35% TeSlde en elえrea del

Proyecto, o sea 1 1,550 fTami1ias (69,300 habitantes)･

(i) PRIORDAD EN EL PLAN NACIONAL DE DESARROLLO Y PROGRAMA DE

INVERSION PUBuCA

Ocupa el pnmer lugar como proyecto
destinado pnnclpalmente al desarTOllo a卯COla･

(5) COM忙NZO PROGRAMADO DEL PROYECTO

Han transcurTido 5 a丘os despuis de haber logrado los Acuerdos de Paz en enero de 1992･

A pesar de que se mantiene la estabilidad intema, todavfa no se ba logTado resolver los

problemas de la pobreza, y se espera rea】izar el Proyecto lo rnas pronto posible para

fTortalecer la democracia.

(6) FU∈NTES DE FINANCIAMIENTO Y DONAN~｢ES ESPERADOS

se desea que el estudio para el desarTOllo se eJeCute mediante la cooperaci6n del Gobierno

de Japan, como tambiin para la eJeCuCi6n
del Proyecto se espera la cooperaci6n血anciera

no reembolsable o cridito por parte
del Gobiemo de Japan u otros palSeS･

(7) OTROS PROYECTOS PERTINENTES

En elまrea del Estudio se estAn desarrollando asistencias extTanJeraS indicadas a

cont)'nuac】oTl, Per° eSaS aSistencias son
de pequeaa escala y no tienen unまrea especifica･

El gobierno del Japan estまconstruyendo el Puente Oro sobre el Rl'o Lempa en el externo

norte del Area del Estudio mediante el credito y ademAs
ha realizado un estudio para el

plan de desarrollo
del Rio Jiboa en eLまrea oeste del presente Estudio, pero estos no tt'enen

nlngun CruZamiento con el presente Estudio･

a)
Uni6n Europea

una donaci6n relacionada con la sanidad p山blica (acueducto,letrinas)destinada a todo

elpalS.

b)USAID

un cridito reJac]'onado con 7as l'n斤aestructuras socJ-a】es (carreteras,e]ectn'c]'dad,

viviendas)
destinado a todo el pal'sI

c)Espaぬ

una donacidn de camiones y maqu-nan'a agTICOla para
las Areas de asentamt'entos del

FMIN y 】aFAES.

d) Fundaci6n CORDES

una asl-stencia med]'ante la agTicultura y procesamiento
de los productos agTICO7as,

estableciendo el S.E.S. (Sistema Econ6mico Social)
como modelo.

e)Japdn

- solicitud del monto para la reconstTuCCi6n
del terTaPlen del Rt'o Lempa contra las

inundaciones (fondo de 2KR)
- Construccidn del Puente Oro (cr岳dito)
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1ngTeSOS mediante la meJOra del sistema de riego y drenaJe, lnCrementO de la producci6n ,

diversificaci6n de los productos】 estabi】]'dad econ6mica y modemizaci6n agncola,

me)orAndose postehormente el ambiente social. Especialmente,
la elevaci6n del nivel

de v]'da es algo indispensable paTa me)OTar las condic)Tones educatl'vas de ]a generaci6n de

lospequeaos productores, fomentindose tambiin el cambio concientitivo de logros de

autodepsarollo.

(f) OBJETIVO DEL PROYECTO (A CORTO PLAZO)

1)Garantizar el uso racJ'or]al de los recursos suelo y agua, para aumentar las posibi】idades
de empleo, 1a producclOn, 1a productividad agropecuarias y elevar nivel devida･

2) Mejorar ordenamiento de infTraestructura para elrural obtendrまmejoramientoen
forma

integral los ambientes devida de una poblaci6n aproximadada de 70,000 habitantes･

3) Mejorar el autoabastecimiento de los pn'ncipales productos
de alimentaci6n y en

segundo tirmino, de los insumos requeridos para la expansl'6n avgTOindustrial･

4) Mejorar la balanza comercial del sector agn'cola, incrementando las exportaciones y

disminuyendo ユasimportaciones.

5) Mejorar e】n]'vel devida de lo§productores, fomentando la ganaderia･

6) Conservar la natura]eza protegiendoel manglar

(g) OBJETIVO DEL PROYECTO (A LARGO PLAZO)

Fomentaran el asentamiento duradero mediante un desa汀0】lo integral n汀al para contro】ar

la concentraci6n de la poblaci6n en
las zonas urbanas･ Ademas, satisfTacer el estrato

socI'al pobre, logTando la mejOra del nIIvel de vida y
del ambJ'ente social para contTibul'r a la

construcci6n de un estado pacif了co y
democrAtico.

(h) BENEFICIARIOS

La pob】acl'6n de Jos ocho munl'cIP】OS que COnfonnan el丘rea
del Proyecto, de acuerdo aJ

censo de poblact'6n de 1992, se estt'ma aproxt'madamente en 198,000 habt'tantes que

corresponden a unas 33,000 familias, distn'buidas de 】aslgulente manera:

DepartLZmen(0 de La Pal

EI Rosario

San Pedro Masahuat

San Juan Nonualco

SantlagO Nonualco

Sam RafTael ObrajueLo
Zacatecoluca

DepartL7men(0 de Sam VL'cen(e

Tecoluca

Departamen(o de Usa(uta',i

Jiquilisco

TOTA L

(NO.Habitantes)
9,797

21,593

】0,927

30,000

9,l】0

57､804

139,231

16､769

38jOO

197.980
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Elまrea del Estudio, ubicada en la cuenca baja del Rio Lempa que es el ma§ grande del

palls, eS
de aJta poterlC]'alidad para el desarTOllo, debido a los recursos h]'dricos (aguas

superficiales)abundantes y su terTenOS
f壱rtiles･

En cuando al clima, elまrea pertenece a la sabana tropICal o la zona troplCal con

temperatura media de 26.8 ℃ y una precIPltaCi6n anual de 1,800 mm･

La topogra石a delまrea es generalmente plana con 19,000 ha del terTenO adecuado para el

cultivo bajorlegO y 16,000 ha del terTenO que eXlgen unameJOrade drenaJe･ Ademまs se

encuentra el manglar en la costa del mar cerca de ユasdesembocadura･

Dentro del丘rea■delProyecto, se encuentra el terTenO Para USO agTICOla con unas 35,000 ha,

pero actualmente se aprovechan solo 13,000 ha para cultivo･ Los productos prlnCIPales

son mal'z, Ca丘a de azdcar, pastos, etc. como se presentanseguidamente en el cuadro･

Los productos cultivables en la epoca son pocos debido a la
falta del sistema de nego,

siendo la ganaderia una de ユasactividades relativamente mas extendidas･

MARGEN旺QUIERDA MARGENDER王CHA

rNVーERNO VERANO ⅠNVⅠ王RNO

Maiz Pastona山ra1 Ca丘adeazdcar

CaRadeaz血 Me16n Maiz

～Ⅰaici11o SorgofbrTaJerO Ajon)'oli

PlataJ10 Frjjolblanco Maicillo 'ua

Cacao Mail-semilla ■Coco te

Soya Pldtano Soya

Arroz Sandia Arroz

Ajonjoli Cacahuete Cacahuete ajero

Cacalluete Maicillo Pldtano ra1

Ademas, en los 8 municIPJOS delまrea del EstudI'0, eXJIsten 71 comunJ'dades agTICOJas,
las

cuales se formaron despuis de la refbrma agraria para administrar
en conJuntO los terrenos

de Zos gTandes propletart'os･ En elfuturo cuando se construya el s7'stema de n'ego en el

area, se espera que estas comum'dades
funcionen como ndcleos para 】aadm]'n]'stracl'dn del

sIStema.

DEPARTA～ほNTO M∪N【CIP【0 PROPほDAD AREA(ha) NO.dcSOC10S PROMEDtO

AREAJSOCLO

LaPaz

EJRosarl'0 2 Ⅰ060 200 5.30

SanPedroMasahut Eq 4148 1,270 3.27

SanJuanNonualco 2 697 140 4.98

Santia(ーONonua】co 5 3725 1840 2.02

SanRafTaeJObra-ue]o

Zacatecoluca l6 7,732 2,580 3.00

SanVicente Tecoluca 18 4,426 1,665 2.66

Usulutまn●- Jiquilisco 17 18,178 2,993 6.07

TOTAL 71 39,966 lO,688 3.74

En concepto bまsL'co del pTeSente Proyecto es
】ogTar un desarTOllo integraJ, aumentando los
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2. PERFルDEL ESTしID10 SOLIC汀ADO

(1) NECESIDAD DELESTUD10

El area del Estudioviene llamando la atenci6n, debido a
la alta potencialidad

de

desarTOllo y la envergadura
del proyecto eJeCutable･

En la pnmeramitad
de la dicada de los 70･ se realizo un planmaestro preliminar sobre

elriego,per° no se ha logrado eJeCutar, debido al
desorden intemo y estancamiento

econ6mico posterior･

EI Salvador tiene estancados problemas sin
lograr resolucidn, ta】es como

la pobreza,

diferencia del nivel de
desarTOllo entre las reglOneS y destrucci6n de la naturaleza,

aunque se haya recuperado
la pal despuis

de 1992, se ha desarrollo una econom]'a

levemente ascendente. Para el presente Proyecto, se necesitarまelaboraT un Plan

inteDPTalde desarrollo, no solo para un desarrollo agTICOla en base al sistema
de riego,

sino tambi6n para un desarTOllo social
de las zonas atrasadas respecto a las

infraestructuras sociales.

(2) RAZON POR L_A CUAL SE PFIESENTA LA SOLICITUD DE I--A COOPERAC10N

TECNICA AL JAPON

Ademまs de agTadecer a Japan For
la cooperaci6n tgcnica y cooperaci6n

financiera no

reembolsable ofrecidas despuis
de logTar los Acuerdos de Paz, consideramo･s el nivel

tecno16glCO y 】a vitalidad de la cooperaci6n
de Japan, siendo que para el presente

proyecto sea esperada la pronta ejeCuCi6n mediante
la cooperaci6n de Jap6n･

(3) OBJE-nVO DEL ESTUD10

El objetivo
del presente

Estudio es elaborar un plan maestro para el desarTO]lo
integral

area de la Cuenca f3ajadel Rt'o Lempa y eJeCutar
un eStudio de factibilidad para preparar

planes realizables･

(4) AREA DEL ESTUD(0

EI A,ea del Estud.･o es Ja Cuenca Baja del Rl'o Lempa, sl'tuado ent,e Jos 13つ12'y
los

13o so′ de latitud norte yentTe los meTidianos
88o 34′ y 89J o2′ de longitud oeste, y

tiene uLnaS 68,000 ha, cubriendo
Jos t√es Departamentos de La Pal, Sam Vicente y

usulutまn. ･ De acuerdo al plan maestro preliminar realizado
en La prlmera d占cada de

los 70, en esta Area se encuentran unaS -9,000 ha consideradas apropt'adas para el cultivo

bajo rlegO y unaS 16,000 ha que t.'enen potencl'a】1'dad para el cu)tivo bajo rlegO･

Ademまs en elまrea se encuentran una zona PantanOSa Con manglares
donde desemboca el

rl･o en eI Ociano Pacifico. En el Estudio, deber elaborarse
un plan que considere

la

protecci6n
de ta】natura】eza･

(5) PERFJLDE ESTUD10

EI Estudio cubre un area muy ampJia y
diversos componentes, y se reall'zarまen las dos

fases slgutenteS:
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Ademまs, se aslgnaran dentTO de lo posible otros especialistas
del Ministerio o de otras

instituciones que neces)'te el EqulpO
del王studio･

(2) DATOS. 1NFORMAC10NES. DOCUMENTO.S Y MAPAS DISPON[BLES REL^CfONADOS

CON EL ESTUDIO

a) planNacional
deDesarrollo (1994 I 1999)

b) Mapas TopogTaficos

c) MapadeSuelo

d) Mapa de clasificaci6n ch'mato16gica

e)
Datos
meteoro16gicos

f) Datos de agTicultura

g)
Cen豆o demogTAfico

b) Censo agricola

i) Estadisticas del comercio exterior

j) Otros

(3) INFORMAC10NES SOBRE LA SEGURrDAD DEL AREA

Despuis de los Acuerdos de Pal, no existe nlnguna PreOCuPaCi6n respecto a
la seguridad.

AdemAs tampoco existen discordias entre el
FMIN y la FAES･

(4) 0日C州A DE TRA80JO

se preparara para el EqulPO una Oficina
con e】espacl'o necesario para eJeCutar el Estudio･

(5) CONDUCTORES DE AUTOMOV(LES

se asl訂Iaran COnductores para
〕osvehl'culos de]

Estudio･

4_ ASUNTOS GENERALES(NED(0 AMBJENTE. MUJERES EN EL DESARROLLO.

poBREZA, etc.)

(1) COMPONENTES DEL MEDトO AMBJENTE PARA EL PROYECTO

como tlactor que afecta al medio ambiente
dentro delまrea del Estudio7 nO Se ha

l･nfbrmado mÅs que e】rnaJ
drenado･ Sin embargo, para desaTrO･LLo el area en un futuro,

es preciso eLaborar los progTamaS, teniendo en cuenca La contamz'nac]'6n pop los

pesticidas,
da紬s del cuLtivo pop enfermedades e insectos, naturaleza de la cuenca baja y

proteccl.dn
de Ja pesca enpeque而a escala. Ademまs, eJevaci6n el nive】

de v)'da de 7os

pobres pre､′endrA
la tala abusiva de los manglares

en el area bajodel Rl'o Lempa.

(2) 1MPACTOS AMBIENTALES POR EL PROYECTO

Los componentes
del Proyecto deberまn satisfacer

los pnncIPtOS de la Alianza

centroamericana paTa el desaTrOHo sostenib7e･ Los pnnc]p10S SOn los slgulenteS:

- Respecto a todas las fb-as de vida

- Mejora de la cal]'dad de v上da humana
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FASE- Ⅰ : ELABORACIONDELPLANMAESTRO

se reco】eccionaran los datos e inforTnaCiones relacionadas con el E5tUdI'o v lo oTdenaran

en fbrma sistemAtica y ademまs, se eJeCutarA un
diagn6stico del area para identificar la

s]'tuaci6n actual, problemas existentes, potencialidad ･y constTe元imientos para el

desarTOllo, etc･ Despuis se definiran las Area de propl'edad para el estudio
de

factibilidad, considerando.en la fbrma integral la posibilidad, urgencia y necesidad para

el desa汀01lo.

FASE-Ⅱ : ESTUDIO DE f●ACTⅡ∋mⅡ)AD

De acuerdo al plan maestro elaborado en la Fase - I
,
se eJeCutarまel estudl'o de

fTactibilidad para el proyecto de mas prioridad y
factibilidad･

para el Estudio, se consideran
los slgulenteS COmpOnenteS com elpersonal especializadoI

Elまrea del Esttldio es de una topogTafia plana con varias zonas de nivelfreatico alto,

solicitamos la elaboraci6n del maロa topogTまfico a escala
de 1/5,000 a 10,000 con las

curvas de 0.5 a 1.0 metros.

①Jefe

② planificaci6n de riego / Infhestructura a5m'cola

@ planificaci6n de drenaje

④ suelo/Uso de lalie汀a

⑤ planificaci6n de explotaci6n agTicola

@ procesamiento y comercializaci6n de productos agTicolas

⑦ Infraestructurarural / Planificaci6nrural

⑧ organizaci6n de productores / Extensi6n agn'cola

⑨ comunidad rural / Papel de los generos

⑲ Medio Ambiente

⑪ Hidrologia / Meteorologia

⑫ Ganaderia

(珍Dise汽ode instalaciones / Estimaci6n del costo

@ Economl'a agTJ'cola / Evaluac[6n del proyecto

⑮ supervisor de rLlmaci6n

⑲ supervisor de levantamiento topogTえfico

⑰ Levantamiento topogTまfico

Ademまs solic7'tamos el aporte de los equlPOS neCeSarl'os para e] Estudio como se indica a

contlnuaCIOn:

a. Vehiculos(dobletracci6n)
b. Lancha con motor

c. Lancha neum云tl'ca

d. Correntt'metr,o

e. Equ]pos de med1'c]'6n meteoroldglCa e hJ'dro16g)ca

f.Equipos de levantamiento topogTまfico

g･ EqulPOS Para med1'r la calidad
de】agua

h･ EqulpOS Para anまIl'sI'sdel suelo

-8-
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- Respecto u uso del vigor del suelo
en fbrma sostenible

- Reduccl'6n de la contaminaci6n de】aire, agua y sue】o que afecta ]a calidad de vida

- Respecto a la diversidad de culturas y gmpos itnicos en elまrea

(3) MUJERES COMO BENEFJCIARJOS PRJNCIPALES

Generalmente, se considera una baja posici6n de las mu)eres en la sociedad en EI

salvador, debido a que la propiedad~ de】terreno pertenece a losjefesfhmi1iares(hombres)･

En elまrea del Estudio, el papel que｣uega la muJer eS
en el cultivo de autoconsumo y la

cr]･a del ganado, ademas de los quehaceres
del hogar･ En cuanto a la particIPaCi6n

social, se informa que e1 45% de las mu)eres particIPan en
las organizaciorleS de la salud

e higiene,per° e1 0% en organizaciones comunales･ El analfabetismo del area es de

un 65% dentro del cua1 42% es de muJereSI
Se considera importante trantar el

tema de

elevar la posici6n de las mu)eres en la sociedad･

(4) COMPONENTES DEL PROYECTO QUE REQUIER∈N DE CONSJDERACIONES

ESPECIALES PARA LAS MUJERES

Despuis de los Acuerdos de Paz, no se ha hecho nlngun eStudio respecto a los temas de

la mu)er en elまrea
del EstudioI Por lo tanto, se solicita que en el Estudio se

identifiquen las condiciones de la mu)er y se elaboren progTamaS para aliviar
sus cargas y

proteger sus
derechos humanos･

(5) lMPACTO DEL PROYECTO EN LAS MUJERES

Este Proyecto tiene por objetivomeJOrar el nivel
devida y ambiente social a travis

del

desarTOllo agTICOla y desarrollorural, lo cual producirまimpactos favorables en fo-a

integral sobre 】asmLリereS･

(6) COMPONENTES Y EFECTOS DEL PROYECTO PARA REDUCIR LA POBREZA

Este Proyecto tiene por objetivoprlOritario meJOrar el nivel
de vida

del estrato menos

favorable en el sector agrlCOla, y se espera
Lograr este objetivomediante el

desarrollo deL

sistema de rlegO, diversificaci6n
de productos agrlCOlas, y meJOra

del procesamiento y

comercializaci6n
de los productos･

(7) EVALUAC10N JNTERMEDIA PAFu DrSENAR LOS COMPONENTES NUEVOS DEL

pROYECTO CON ANTICIPAC10N

se reall･zaTまIa evaluacl'dn intermedt'a que permite el
dise示o anticl'pado de ros nue､′os

componentes del Proyecto･

5. COMPROMfSOS DfL GO8[ERNO DE ELSALVADOFq

para fhcilitar la realizaci6n del Estudio
en fTorma eficiente, el

Gobl'emo de EI Salヽ′ador

tomarA las slgulenteS medidas necesarias･

(1) Garantizar la seguridad del Equipo de Estudio･

(2) Pemitir a los miembros del Equipo entrar, salir y pe-anecer en EI Sa上vador durante el

-1l
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tiempo asl,qado a este tTabajoy eximirlos de los requlSltOS de reglStTO
de
extranjeros y

tarifas consulares.

(3) Eximir a losmiembros del Equ･'po, de impuestos de derechos arancelarios y otros cargos

sobre equlPO, maqulnaria y otros materiales
llevados o traidos a/de EI Salvador para la

eJeCuCi6n del Estudio･

(4) Eximir.a losmiembros del Equipo de impuestos sobre la renta y otros gTaVまmenes
de

cualquler tlPO SObre o en conexi6n
con los emolumentos oviまticos pagados a

losmiembros,

por servic]'os relacionados con la e)ecuci6n de] Estud]1o･

(5) Facilitar al Equipo la remisi6n y uso
los fondos introducidos en EI Salvador desde Japan en

relaci6n con
la eJeCuCi6n del Estudio.

(6) Garantizar el ･permiso
de ingreso a propiedades privadas o Areas restTingidaspara

la

eJeCuCi6n del Esttldio･

(7) Garantizar al Equipo el per,niso de llevar
de EI Salvador al Japan todos los datos y

documentos necesarios para el
Estudio･

(8) ProporcionaT los servicios medicos cuando sean necesarios cuyos gastos serまn pagados por

losmiembros del Equipo･

(9) EI Gobierno de EI Salvador se harまcargo
de los reclamos, si se presenta alguno, contra

los

miembros del Equipo, que pudieran sur3qr 0 OCurrir en el transcurso de o en conexi6n
con la

eJeCuCi6n del Estudio, excepto cuando tales reclamos
se onglneS POT grave negligencia

o

maia conducta intencional de losmiembros
del Equipo･

(10) EI Ministerio de Agdcultura y Ganaden'a(MAG) actuarまcon agencia
de contraparte

del

Equipo del Estudio Japones y tambiin como coordinador de las relaciones con otras

organizacl･ones concemientes gubernamentales y no gubernamentales para facilitar
la

eJeCuCidn
del EstudioI

EI Gobierno de EI SaJvador asegura que lo§ asuntos ref古山dos en este foTmulario serまn

garantizados para
logTar una agi1eJeCuCi6n

del Estudio por el Equipo Japones del Estudio･

Fimado po√

Encargado

Gobiemo de EI Salvador

Fecha
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ANEXO-2

oRGANIGRAMA DE LA MACRO-ESTRUCTURA DEL MAG

DESPACHO
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Oficina Auditon'a Jnterna

oficina SectoriaJ de Planificaci占n Agropecuaria del MAG

Oficina de Asesoria Jurldl'ca

o市cina de An昌Iisis de Ponticas Agropecuarias

oficina General Administrativa

O市c;na Coordinadora de Proyectos

ORcina GeneraJ de ComunJ'caciones

Direccl'6n General de Economia Agropecuaria

Direcci6n GeneraJ de Sanidad Vegetal y AnimaJ

Dllrecct'bn Genera( de Recursos Naturales RenovabJes

Direccl'bn General de Desarrollo Pesquero

Escuela Nacional de AgricuJtura

centro Nac;onal de Tecnologla Agropecuaria y Forestal

Jnstituto Safvadoreno de Transformaciらn Agraria

Banco de Tierra
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